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１． 研究課題 

 人間や情報システムの表層にありながら必ずしも意識されない潜在的な情報が、顕在的行

動に与える影響の科学的解明と活用を目指した実験・調査研究を行う。認知科学では従来、

自覚的な言語報告や身体動作の測定に重きが置かれてきたが、我々のこれまでの研究により、

むしろ自覚的でない情報が人間の行動や意思決定に決定的な影響を持つことが分かってきた。 

そこで本研究では、過去 10年以上にわたり、渡邊研究室で用いられてきた研究手法（身体動

作、認知行動や自律神経応答の計測）を継承し、人間が五感情報を知覚・認知する際の注意

過程、意思決定プロセス、行動への変換過程などを、潜在・顕在過程の両面から解明するこ

とを目的とする。特に、人間の無自覚的あるいは潜在的な反応が人間の自然な認知・行動に

及ぼす影響を焦点に当て研究を行う。 

 

２． 主な研究成果 

当研究室での研究・研究成果は多岐にわたるが、今年度の主だった研究として、1）認知・

意思決定における文化普遍性と文化差の検討、2）道徳判断における遵守と違反のフレームワ

ークの検討の 2つがある。 

1）  認知・意思決定における文化普遍性と文化差の検討：人間の認知・意思決定プロセス

における文化の影響を多角的に検討した。特に、経験（強化学習）を通じて形成される経済

的選好における文脈依存性は、調査した 11 カ国において文化差なく普遍的に見られる一方、

言語記述に基づくリスク選好は国によって大きく異なることを明らかにした (Anlló et al., 

2024)。また、人間と人工知能(AI)エージェント間の協力行動に関して、米国では協力的な

AI を利己的に利用（搾取）する傾向が強いのに対し、日本では AI と人間を同等に扱う傾向

があり、このような協力行動の文化差が AI搾取に対する感情的反応の違いと関連することを

示した (Karpus et al., 2025)。さらに、自己という概念が、自身と同じ民族（内集団）だ

けでなく異なる民族（外集団）の未知の顔とも同程度に連合可能であることを日本人とイタ

リア人の比較から示した(Dalmaso et al., 2024)。その他、美術作品の美しさ判断 (Mikuni et 

al., 2024) や宗教的信念の伝達 (Ishii & Watanabe, 2024) における文化差についても検討

した。 

2）  道徳判断における遵守と違反のフレームワークの検討：道徳的な行いを評価する際、

その行為が良いこと（遵守）か悪いこと（違反）かによって、人が用いる判断の枠組みが異

なる可能性を検討した。多様な道徳的・感情的エピソードに対する評定データ（Haidt の 5

つの道徳基盤への関連度など）を収集し、クラスター分析を行った結果、道徳的な遵守に関



 

するエピソードは 3 つのクラスターに分類されたのに対し、道徳的違反に関するエピソード

は 2つのクラスターに分類された(Shirai & Watanabe, 2024)。この結果は、人々が良い行い

を評価する際と悪い行いを評価する際に、異なる認知的枠組みや関連する道徳基盤の構造（違

反の場合はより単一の「非道徳性」の度合いで評価される可能性、遵守の場合はケア、公正/

内集団、権威/内集団といった複数の基盤が区別される可能性）を持っていることを示唆する。 

そのほかにも複数の人間の認知行動過程における研究と外部発表を行っている（4.研究業

績参照）。 
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５． 研究活動の課題と展望 



 

本プロジェクトでは、人間や情報システムの表層にありながら必ずしも意識されない潜在的

な情報が、顕在的行動に与える影響の科学的解明と活用を目指している。今年度行った、各

種の対面実験やオンライン研究の成果、設置した実験機材などを活用して、さらなる研究の

実施を進め、国際的にインパクトのある研究成果を得るとともに、積極的にその発信（学術

論文等）を進めていく。 

 


